
●点　鐘　　市原 RC 会長　西村芳雄　
●ソ ン グ　　奉仕の理想
●お客様　　いらっしゃいませんでした　　　
●会長挨拶　市原 RC 会長　西村芳雄　

　皆さん、こんにちは。
　ご承知のように、今年の規定審
議会において定款の改正がなされま
した。そのため、当クラブでは細則
作成プロジェクト委員会において細
則の見直しを進めております。現在
では、七・八合目位までには進んで

きており、近い将来には会員の皆様にその改訂案を提出できると思い
ます。また、ガバナー事務所より今月１８日に標準ロータリークラブ定款
などの正式訳が送られてきましたので、その定款との整合性を精査せ
ねばとも思っております。
　そこで、従前の定款から今回どのように改正されたかを私なりに整
理しました。そのうちの大きく変わった箇所を条文順に皆さんに申し述
べますので、相違点があれば指摘していただければ幸いです。
　先ず、「目的」についてです。従前のロータリーの目的条項とは別に、
第３条に「クラブの目的」が挿入され、その条文は次の通りです。
第3条「クラブの目的」
　本クラブの目的は、「ロータリーの目的」の達成を目指し、五大奉
仕部門に基づいて成果あふれる奉仕プロジェクトを実施し、会員増強
を通じてロータリーの発展に寄与し、ロータリー財団を支援し、クラブ
レベルを超えたリーダーを育成することである。
　そして、私が意外だと思ったのは第７条と第９条です。定款とは、
憲法みたいなものと理解していたからです。そこにはクラブの細則が
定款より優先すると制定されており、そのうち、特に第７条は、
第7条「例会と出席に関する規定の例外」
　本定款の第 8 条第 1 節、第 12 条、第 15 条第 4 節に従わない
規定または要件を細則に含めることができる。そのような規定または要
件は、本定款の上記の節の規定または要件に優先する。ただし、ク
ラブは少なくとも月に 2 回、例会を行わなければならない。
　この定款より細則が優先される条項とは、第８条第１節は「例会」
について、第１２条は「出席」について、第１５条第４節には「終結
―欠席」が制定されております。例会の日数や会合の変更あるいは
出席や会員身分の終結等については、クラブ独自で決めることができ
るという事になりました。そして、従前の入会金および会費が「会費」
とされ、次のように条文が改正されました。
第14条「会費」
　すべての会員は、細則の定める年会費を納入するものとする。
この条文から判断しますと、入会金は細則で決めるということでしょう。
　以上のように大きな改正箇所から判断しますと、定款に準拠しなけ

ればならないが細則を優先するとあります。私たちのクラブは、会員の
皆様のクラブです。市原ロータリークラブとして、会員の皆さんの意見
を反映した最良の細則を作成するためにも、会員の皆さんには是非と
もご意見を述べて頂きたいと思います。
　さて、本日のメインプログラムは篠田委員長による２件の報告です。
一件目は、８月３日に行われましたインターアクト年次大会です。私も出
席致しましたが、インターアクターの皆さんにより盛大に行われました。
二件目は、ＲＬＩ研修セミナー時の基調講演の報告です。時間はたっ
ぷりあります。篠田さん、宜しくお願い致します。

◆◇◆◇◆◇　　委　員　会　報　告　◆◇◆◇◆◇
長期計画委員会　山本委員長
　クラブ活力テストを未提出の方は、本日提出をお願いします。

本日のメインプログラム
第 50回インターアクトクラブ年次大会に参加して
（～次年度スポンサークラブとして考える～）

篠田会員の卓話内容は次ページから掲載

◆◇◆◇◆◇ニコニコ・ソーリー◆◇◆◇◆◇

小池清二会員
お盆休みに私の喜寿の祝いとしてシカゴ旅行に行きました。ＲＩ事務局
とポール・ハリスとシルベスター・シールの墓を訪れ合掌してまいりました。
後日、卓話をしたいと思います。
西村会長・岡本幹事
篠田奉仕プロジェクト委員長、インターアクト年次大会の詳しい報告を
していただきありがとうございました。
始関信夫会員（ソーリー）
例会場を間違えて、会長、幹事、社会奉仕委員会の皆様には大変
ご迷惑をおかけし申し訳ございませんでした。
■出席報告　前々回確定 67.56％　本日出席 21 名　
　　　　　　欠席 19 名　本日出席率５8.33％
■点　　鐘　市原 RC 会長　西村芳雄　
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                      平成 28 年 8 月 24 日 

第 50 回インターアクトクラブ年次大会に参加して 

（～次年度スポンサークラブとして考える～） 
篠田美幸 

 
平成 28 年 8 月 3 日（水）に木更津総合高校をホストクラブとする年次大会が行われ

ました。開催された場所は木更津総合高校がある清和大学の教室を利用して 2790 地区

インターアクター約 120 名・ロータリアン 40 名が集まりました。 
 次年度、市原中央高校が初めての年次代表（ホスト校）となり、当クラブがスポンサ

ークラブとしてサポートをしていくにあたり本日の卓話で皆様に内容などを報告する

とともに次年度に向けた取り組みをお願いしたく発表させていただきます。 
 
１、インターアクトの発祥（今更ですが念のため） 
 1960 年、ハロルド・Ｔ・トーマスＲＩ会長は世界中のロータリークラブに、青少年

に奉仕を奨励する方法を見つけ出し、青少年がリーダーとして成長する機会を提供する

ように呼びかけました。 
 その 2 年後、アメリカフロリダ州メルボルンにあるメルボルン高校に 23 名が集まり

最初のインターアクトクラブを結成し、今に至っています。 
 年齢が 12 歳から 18 歳までとなっているのは、アメリカの学校制度に合わせた為と

言われています。（日本では主に高等学校の部活の 1 つになっていることが多いようで

す） 
 
２、現在の 2790 地区のインターアクトクラブ 
 16 クラブ中 2 校が休部中ですので 14 クラブ、約 200 名の生徒がクラブに所属して

います。（別紙：クラブ一覧ご参照） 
 
３、インターアクトクラブにとって年次大会とは 
 ロータリークラブでいうと地区大会に近い位置づけにあると思います。 
地区内のインターアクターが一堂に会し、お互いの活動をしり、一緒に学ぶ意義のある

ものと考えます。 
 
 
 
 
 



４、近年の年次大会のテーマと内容 
①第 47 回 年次大会 成田高校ホストクラブ 2013 年 8 月 
 テーマ：「あの震災を風化させない ～今こそ『心』の支援を～」 
②第 48 回 年次大会 愛国学園大学付属四街道高校 2014 年 8 月 
 テーマ：「奏音（かなで） ～音と共に前を向いて歩こう」 
 場所：四街道市文化センター 
 内容：記念講演  「心に響く音・音楽」 講師：郡司 正樹 氏（音楽療法専門） 
    点字体験 
    四街道シニアアンサンブルと手話をまじえてみんなで合唱 

 
③第 49 回 年次大会 茂原樟楊高等学校 2015 年 8 月 
 テーマ：「私たちにもできることが必ずある！ ～高校生が考える国際協力～ 」 
  午前中：「世界がもし 100 人の村だったら」 
     世界を 100 名という小さい単位にすることで、国際理解教育の教材として

開発された手法で、2001 年に書籍化されているものを題材に、生徒たちが高校

生としてなにができるかについてディスカッションを行った。 
  午後：ＪＩＣＡのボランティア経験者 3 名により３つの班に分かれてのディスカッ

ション「援助について考える」 

  



 ④第 50 回 年次大会 木更津総合高校  2016 年 8 月 
 テーマ：「絆  ～広げる・深める・結ぶ～」 

 
＊壁には各校の「旗」         ＊オープニングは和太鼓部の迫力のある演奏 

 
＊東北震災の現在の復興した町の映像   ＊お互いの共通点を探し出す生徒たち 

 
＊木更津東ロータリーの皆様も休憩時にドリンクを配布。会場設営・交通整理・構内案

内と忙しく動き回ってました。 



 
午後の部：「ワークショップ・・・・リズムでつながろう！」 

 
＊5 班に分かれてリズムを作る！   ＊5 班一緒にセッションで終了 
 

        

＊次年度ホスト、市原中央高校挨拶   ＊西村会長 次年度スポンサークラブ挨拶 
 
西村会長のマイクがあたり点鐘しっちゃいましたが、とても場が和みましたよ！ 



 
いかがだったでしょうか？ここ近年の年次大会をまとめてみることで次年度当クラブ 
が担う役割を考えてみました。 
 

私の感想としては、インターアクトクラブは、ロータリークラブが青少年に奉仕を奨

励する方法を見つけ出し、青少年がリーダーとして成長する機会を提供する場であり、

市原中央高等学校は、エコキャップ、最寄駅までの清掃活動や募金活動等、目的に沿っ

た活動をしています。その様な生徒達が次年度、ロータリークラブでいうと地区大会に

近い位置づけにあるインターアクト年次大会を初めての年次代表（ホスト校）となりま

す。当クラブはスポンサークラブとして会員皆様のご協力をお願いいたします。 
地区内のインターアクターが一堂に会し、お互いの活動をしり、一緒に学ぶ意義のあ

るものと考えます。 
 
主催は、千葉県高等学校文化連盟  国際ロータリー2790 地区 
共催は、千葉県教育委員会     となっています。 
 
皆様の手が必要です。ご協力よろしくお願いします！ 
          



 

RI2790 地区 インターアクトクラブ一覧 

 
 

 
学校名 提唱 RC 創立年月日 

1 成田高等学校 成田 1963（S38）.11.28 

2 木更津総合高等学校 木更津東 1964（S39）.10.28 

3 千葉県立東金商業高等学校 東金 1965（S40）.02.04 休会中 

4 千葉県立勝浦若潮高等学校 勝浦 1965（S40）.06.18 休会中 

5 千葉県立千葉商業高等学校 千葉西 1965（S40）.12.01 

6 千葉県立大原高等学校 大原 1966（S41）.02.12 

7 千葉県立茂原樟陽高等学校 茂原 1966（S41）.10.01 

8 千葉県立館山総合高等学校 館山 1967（S42）.09.30 

9 千葉県立安房拓心高等学校 千倉 1969（S44）.04.06 

10 千葉経済大学附属高等学校 新千葉 1983（S58）.06.27 

11 愛国学園大学附属四街道高等学校 四街道 1984（S59）.01.26 

12 千葉黎明高等学校 八街 1985（S60）.02.01 

13 文理開成高等学校 鴨川 1994（H6）.04.26 

14 聖徳大学付属女子高等学校 松戸 1995（H7）.04.22 

15 東海大学附属市原望洋高等学校 市原中央 2002（H14）.12.17 

16 市原中央高等学校 市原 2007（H19）.12.15 
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